
第３回黒部市未来会議の主な意見（発表内容より） 

【９月５日（月） 会場：黒部市役所２階会議室 参加人数：一般 16人 市役所職員８人】 

 
グループ１ グループ２ グループ３ グループ４ 

テーマ 

〇生きがい、やりがいのある仕事や活動にあふれるま

ち 

〇かっこいい大人の背中が見られるまち 

〇黒部のいいところを増やすまち 

〇あらゆる人や活動をつなぐ仕組みがあるまち 

〇出かけて楽しい場所があるまち 

〇道路、公共交通等が整備されて出かけやすいまち 

〇住み続けられるまち 

〇人と人のつながり、コミュニケーションの場が

あるまち 

〇相談体制が整ったまち 

内 容 

生きがい、やりがいのある仕事や活動 

・（給料が高い）仕事がある 

・人がキラキラ 

・誇りをもって感謝しあう 

・挨拶がある 

・会話がある 

・趣味や好きなことに熱中できる 

→まちの賑わいにつながる 

 

かっこいい大人 

（男性をイメージしたワードが多いことに気づい

た。） 

・男気、イキイキしている、自信に満ちている 

・かっこいい大人になるために手段や方法は思いつ

かなかった。 

→情報を発信する仕組み、受けとる仕組みがあれば

よい。 

・黒部のいいところは、宇奈月温泉、黒部峡谷、生

地、名水などがある。 

・魅力的な場所が必要 

・空き家をリノベーションして、起業や活動できる

場所が何軒も連なっていれば活性化につながる。

県外からも人が集まればよい。 

・活動したい人が集まり、まちの活性化を図る。 

・小布施のような、そこに行ったら楽しいまちにし

たい。 

・空き家を処分しただけでは、荒れた土地になるだ

け。 

・空き家リノベーションして活性化を図るにはお金

の問題がある。 

道路、公共交通が整備されて出かけやすくなれば、

住み続けられる。 

現状は、 

・公共交通は使いにくい。デマンドタクシーは交通

が不便なところほど充実してない。 

・道路は整備されている。消雪も整っている。 

→道路整備にかける費用をデマンドタクシーの改

善に使ってほしい。 

・高齢者が１人で生活できなくなると、引っ越して

空き家になる。空き家を処分することになるが、

処分が難しい。空き家を取り壊し更地にすると税

金が高くなるので壊さない。 

→税金を投入して住み続けられるまちにすればよ

い。 

・自分の意見を言うことが住みやすいまちにつなが

る。 

  

現状 

つながりやコミュニケーションの場はある。 

行く人は限られている。 

課題 

・その場所へ行く移動手段がない。 

・限られた人しか知らない。 

・地域情報のプラットホームがあればよい。 

・教えてくれる人がいればよい。 

理想 

・相談したいとき詳しい人がどこにいるかわか   

る。 

・（つながりの場に）気軽に集まれる。 

・集まればつながりができる。 

・応援する人がいる。 

 

 

他のグループ

からの意見、

感想 

・大人だけでなく子供も含めて輝いている人をフュ

ーチャーする仕組みがあるといい。 

・かっこいい人大賞、かっこいい人を紹介 

・好きな仕事を見つけられればいいけれど 

・かっこいい大人⇒先頭きって動く人 

・かっこいい大人からかっこいい老人になりたい。 

・充実している大人になるための方法を考えたい。 

 

・空き家対策必要 

・リノベーションで活性化は空き家が埋まるか問題 

・若者が起業できる空き家の提供 

・空き家⇒荒地⇒エネルギーを生むものに 

・店が並んでいると楽しい、起業できると楽しい 

・集中（特定地域）ＯＫ 

・ライドシェア 地域連携で運営できるデマンド 

交通 

・高齢者が車なくても生活できるまち 

・道路も大事 

・空き家処分に法律が邪魔をする 

・狭い道路の維持ができていない 

・道路整備と交通機関のバランス 

・空き家問題難しい 

・車社会だけでなく人の移動がしやすいまち 

・市民の声しっかり市に伝えることがいい 

・マンパワーの確保 

・プラットホーム 人のつながり 大事 

・人と人とのつながりを支えている人がいる キ

ーパーソン大切 

 

       

 


